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案している｡みっつ目は､実践者志向の ｢事業変革モデル ･業界変革モデル ｣
の提案である｡事業変革モデルは､実践者 (作業仮説人)を中心として､環境
































1.2.2 青島矢一 ･加藤俊彦 (2003)『競争戦略論』
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ル (デザイン ･スクール/プラニング･スクール/ポジショニング ･スクール/ア
















































































































































大前 (1975､1977)は､ポーターの 『coMPETITIVESTRATEGY』(1980､邦訳 『競
争の戦略』1982)やハメルとプラハラドの 『coMPETINGFORTHEFUTURE』(1994､















































































































































































































































































































































































1.2.2 青島矢一 ･加藤俊彦 (2003)『競争戦略論』
本書は経営戦略の全体像と個別の理論をわかりやすく説明している｡具体的

































































































































































コグニテイブ ･スクール､ラーニング ･スクール､パワー ･スクールが活発と
なり､なかでもコンフィギュレーション ･スクールが突出している｡
































































































































































































































































































が 《帰納法》に､アリバイ崩しが 《演緯法》に､また動機の解明が 《解釈法》
に対応していると説明している｡(*2-26)
戦略の研究においては研究学派あるいはスクールに分類される場合が多いが､












































































































































































































蓄 積 さ れ た 知 識

















































































































































組織の役割システム .→ 行為者の関与の程度 .→ 行 為
目的､状況の定義































































































































































































































































































































































































































新 規事業会社 にお ける競争 戦略形成 プ ロセ ス の研 究
現場ベー スの競争戦略論 の提案
表2-1事業の定義 (記述様式)
事 業 の名 称 事業の名称を文章で簡潔で表現する








[G]全体構想 企業内でこの事業のどんな位置づけを前提にしているか､業界内秦 でどんな地位をめざすのか? 目標となる売上げと利益は?
[W]世界観 内的整合性 なぜその魅力で競争しようと考えるのか
外的整合性 この事業定義は､全体構想に適合的か





























































































































































































補完的 生 産 者
■ /



















































































































何 らかの構造｣ がシステムである｡(ケネスE.ボールディング (1985)､邦訳
『トー タル ･システム』plO)ここでは ｢システム｣を､｢複数の要素が､互い
























































































































































































































■ 地域 ;諾離 :…盟 …‥t.… … .… " 上 選 ....蔓壬禁体 ■
'謂豊 富,F ' 謂 露悪 葦雷; <衛星- 電話i I一◆■･ 事業法に
<電気通信役務糾用放送>





電波法 - ;:::::::;主として無舶 メディア IE≡:』 拡張された衛盈通俗業界
電気通信役務利用放送痕施行後 (2002年1月以降)













発展ステーシ寸 1 2 2.5 3アナログ時代 デジタル移行時代 デジタル本格時代 メディア融合時代
(創業期) (第二次創業期) (本格競争期) (薪たな発展期)
時期 1985-1994 1995-1996 1997-2000 2001-
衛星通信業界の S60:通侶自由化 H7:隈押淡路大食災で ◎映像 (TV)とデ ータ受 ◎衛星./′移動./地上油信が
:現JSAT設立 衛星瀞音が見直される 借 (PC)が転星通信に 複合/散会化､必要に応じ
:SCC設立 H8.範星デジhル映像 より､同一ハ ードウエア た選択が可能となる?
:SAJAC設立H5 JSATと合併 逓倍開始 で実現 家屯とパソコンの融合が進む ◎メTl-イアの複合.敵合によりAガ1デイアの大政争
衛星放 送弥菜を開始して ･衛星デジタル放送開始PerfecTVtDirtZCTy 時代が至味 ?
動向 1種事業者の雀宮状況 P以来 , 売り上l朔ミ伸び収 JSmLB) ◎技術革新により､さらに真率が 改善 (約半分は汝 一衛星インタ ネー ット､ 通信と瀞 Jの大旭な見直し
は慢性的こ赤字続き新規事業として衛星2種業者が乱立 厳しい経営 送で利用) 衛星データ配悟.放送 が行われる?
衛星デジタル放送､衛星 サービスに相次ぐ参入 ◎衛星i.音事業者の淘汰が
インタ｢ネット等のサー ◎衛星i封音事集肴､アプリ 進むと同寺に新たな発最期
ビス開始こ向け準備､模索中 ケ-シヨンサー .ビス埠供者､コンテンツ事業者､ に入る?
状況が続く 衛星2種葉音 :10杜包ま 放送専業者等を巻き込んだ合従連衡が急速に甚む
新サービス ･アナログ映像伝送 ･NPD32デジタル映漁伝送 ･衛星インタ ネーット ･VSAT(lP)社内TV/SNG ･ysAT(上州A制御//可搬局) ･衛星データ醐首一放送 ･電気通信役敬 遠 (2002.1)

































































































































































1998(H10)年度 1999(Hll)年度 2000(H12)年度 2001(H13)年度








日日■S Ⅴ&ー Pl事即 巧(Nb杜)
IP ~■~■S lPI--..-.1.-1事ー例Ⅶ (C社)










事業の名称 故人 向け衛 星通信 サー ビス提供事業 (satelliteCircuitProyider)
事業定義 国､自治体､企業等を主な対象とし､衛星通信回線による映像 とⅠP伝送を経済的に捷供できることを魅力として､地上 及び既存の衛星通信回
線事業者 と競争しつつ､衛星通信の利用拡大を図る
定義が孟すべき要秦 顧客 通信事業者､SⅠ事業者 (多店舗企業､教育関連企業など)







世界観 内的整合性 :株主の持つ資源を結集すればこの構想は実現できるはず !外 高速 IP回線が全国で利用できない現状にあるo顧客のニ-がに
応えられれば本ビシ○勅は成功するはず !
チェック項目 既存事業者の現状を十分に調査すること. (顧客は満足 しているかどうか○
様式 :根来龍之 (1994)､リブけステム方法論による事集定義の再構築､ r図2事業の基本定義の仕方｣を参冊､一部加筆



















言 (*3-18)､業界誌-投稿した記事 (*3-19)や 1998年 9月に開催された会社






















標 として掲げられた｡ (*3･-22)なお想定 したサービスの利用形態は､
MegaWavePro-Ⅴ(MPEG2映像伝送サー ビス)では映像 の同報配信 を､
MegaWavePro-IP(IPデータ伝送サービス)では高品質映像配信 ･高速ファイル
















サイ ス開発 (地上回線 との組合せによる回線のJ√ンドルによる回線の魅力向上)､広告宣伝活動
(企業&衛星n'利用のPR)及び代理店戦略 (株主であるシ符ムルテ〃○レイの販売網を活用)に重点的






D P 営 志 '
Ai サ -ービス開発 呈;農芸誌iBS,･A,tl,._A56)OFCR"sS::
3)pIOEXIXsaL 7)T1--タとの連流
AⅡ ア円 ケ-ションの充実 :;G:Isf:, 8'+TV全集
2)アプリケーシ℡ン
AⅢ リソー ス管理 3)ミド′け エア
fT)f 広告宣伝活動 日 出版物2)展示会
3)セミナー
BⅡ タやイレ州マ-ケティげ 三L:;完;冒














分 姦 顧客 ■(タイプA). 顧客 (タイプ○B).顧客 (タ47.t)
顧客 通信事業者 SⅠ事東署･サー ビス提供者 顧客 (Dドユザ)
利用日的 地上衛星一体叶ビス SⅠ事集､回線1)セ-N､･顧客の企業内､の提供など 情報提供サービス用 企業間脚構築用 J
営業スダイル .企業間連携 宰妙連 字がシ信雄 サ十宣伝字 :-=Lf…= ‥:㌧-.
営業内容 MWp-ⅠP中心 MWp-ⅠP中心 MWp-V,MWP一ⅠP












顧 客 (タげA,B iL'-;:/I'-徽ナ､
･N f紙
顧垂*;M由 Vave~P1.0め利用者
顧客(タイフ○C)に対して営業 評 価 &
NTTSCは､MegaWaveProの利用者である顧客*に対して直接営業を行う ･冊 T童 ぎ 誓 . 慧 莞




















































戦 叛 恥 ,.一 ｡ 叫

























項 目 説 明






















































＼占JPC選定 ､ 衛 星 受信
実 験 を 共 同 で 実 施 し､
保 守 技 術 を 移 管 した
(NTTSC営 業 & 技 術 )













'デ ター受け 渡 し 方 法を説
明した (N T T SC技術)
十衛星受信ホ■-ト'からPC-




















































































矛盾の内容 矛盾をどうとらえたか 解決策 解決策の結果 補足 (KFS)
① ★制御 APはSⅠ事 業 者 ･事業 開始 当初､ NTTSCはSⅠ ･開発 センタの担 当者 にソ ･制御 APの雛 形 を実…
･事業 定義 を絶対視せ ず にが 開発 する (社 長 ) 事 業者 - の衛 星 回線 の販 売 をA 7トの作 り方 を教授 して 質 ､無償 で内製 化 す iI. ●
★制 御APのみ の 開発 担 当す る耳社 で あ って 自社開 も らい ､ これ をへ -スに る ー とが で きた -ヽ果 敢 に挑 戦
はや らない (衛 星 鼻 発 はや らな い と事 業定義 して 社 内 で製 品化 を図 った ･制御APは ーの後;
コこ信ホ●-ドトカ) い るの t.や れ ない (社 長 ) (営 業 担 当の譲 み )事 ヽ ー衛 星 重 信ホ■-ド を使
･制御APが な けれ ば衛 星受信が -_ 戸JLJ業 の 定義 は容 易 に は変 二又う際 の標 準 ツールと し … ･開発 センタと
-ト'は使 えず､ⅠPサー ヒ■スは開始 わ らない｡ 大 規模ユ サー● て採 用され る こ と と享 の連携
で きない. メ-hがや らない な ら自前 で 開発 しない とい つ までもサーヒ●ス提 供 がで きない (営業)またはSⅠ事 業 者 案 件出現 ま で待 て な い の で ､この機 会 に準備 しよ う な った
② ★衛 星受信ホ■-ド と ･衛 星受 信 ホ'-ド と制御APは ･開発 センタにお廟 い ･制御APは 良好 に動 妻 ･開発 センタの 開
制御APの供 給 元 が別 もともと一 体で使 うもの. こ し雛 形 を 開発 して も 作 して い る. 導入 雀 i 発音 (要 求 仕
だ と保 守 上 問題 とな れ をメーカまかせ で済 ます こ と らい ､ これ を元 に 自 トラフ●ルは発 生 しな か 妻 様 設 計 か ら7°p
る (NTTSC技 術 ) 自陣が 問題 . 検 証環 境 を 自前 社 で 開発 した. 同時 つた ク■ラミング●､試 験
★制 御APの ライセンスはNTTSCに は な い (NTT で 保 . をー 固め る こ と に7イセンス処理 に つ い まで 名 でがサー ヒ●ス提 供 の基本 で あ る て 了承 を得 た 行 な う力 を有･ ,
研究所) (営業) (JB業 担 当の 睦 み ) する開発者で
･雛形 が あれ ば ､保 守 &ライセンス問題 はタ97で きそ うだ (技 術) 声l __ iJL'自社 で 開発 す れ ば 後で応 用 が き くだ ろ う のもの)
③ ★ pcは 自前 で保 守 ･pcに搭載 す る雷災ハンターAPソフ ･pc選 定 ､衛 星 受 信 ･これ をき っか け にぎ
･種 々の課 是巨にタイムリー に対(保 守 費用 を削減 ) トはPCと一 体 で埠 供す るのだ 実 験 を共 同 で 実施 し､ 受 注 決 定｡
した い (顧 客 ) か ら衛 星受信示す-ド も制御APも顧客から一体で提供するの事前 に課麿 の解 決 を図 っ た 顧 客 は雷 災ハンターのき 応 した こ と
★ PCは 頻 繁 に機 種 が変 更 となり斉任 が 持 が 合理的. 顧客の意向に沿いたい (営業 ) (営業担当の読み) 場末調 達か ら据付エ;事 を一 貫 して 自前で: ･実験 を行 い課 題 を共 同 で
て な い ＼ が 顧客が実質ST事業者とな 行 な える こめ コス;






















































































































































































































表3-6事 業 概 要 <売上高 .教室数 ･検定合格者数>
年度 売上高 (億円) 教室数 (校) 検定合格者数 (名)
1994 12 29 4, 078
1995 20 48 6, 494
1996 30 70 10, 001
1997 41 100 12, 508
1998 62 150 20, 723






















堤 :莞粁 欝 需 品壷 笥` ㌫ 具眼 @東京跳柵 '速敵 育拙 ける通信槌 の帆
台(鴛3CH































































































項 目 説 明
















** :xs肥000は､m en (開発t/タ)と連挽し､トト◆ゎァと共同開発 した製品です



























































































アンテナ (試 作 ) が 完 成







































































矛盾の内容 矛盾をどうとらえたか 解決策 解決策の結果 補足 (KFS
① ★開発するなら大手 ･失注した時の在庫リスクはでき ･とりあえず試作を ･試作開始から約2ケ ･XSR2000
の企業が条件 (社長) るだけ避けたい.開発中の 行い発注があり次第 月で試作樺を亮成す (Linux)
★技術部長がOKなら StarRouterの開発を急ぐべき 対応可能とした ることができた.こ の共同開発
P開発を賢める (社長)★製品化は受注が前 (社長) (営業担当の妹み) れが受注内示に大き ･開発技術
大手メ｢カに発注したのでは納 - 氏/LlⅠPサーヒ●スを提供する会 く寄与した 者 (が社内
期に間に合わない.Linux対応 社が武器たる衛星受 にいなけれ
堤.受注前の開発は の衛星受信ホ◆-ドを活用しLirAIX借ルータがなければ許に ば開発は不
艶めない (社長) デイスMヒ●ユリと共同開発すれば ならない｡トカが開発 可能であっ
★注文があってからでは納期に間にAわ 納期に間に合つ.できないな した製品はそのトカし た)ら確実に失注する (営業) か扱わない傾向があ･■ ム ー ･迅速な対
～_ _ヽlコない (技術) ･製品化は課題は多いが自借はある (技術) るので､ーの機耳にメ-カ色のない製品を整備したい 応
② ★注文があってからの開発では納期に間 ･デユア批■-ムアン計ができる (D ･アンテナメカの自主開 ･Mデルアンテナを採用 ･アンテナメ｢カ′
社用に既開発済み)のなら､ 発の位置づけとし､ することにより､ひ ユーr/LNB情
M7'ルヒ◆一人アンテナも可能だろう 開発に協力○ とつのアンテナで同時に 報など
に合わない (アンテナメ- (技術) (JB業担当の読み) 3衛星を受信でき､
カ) ･J3′J4/N-STARaは軌道上4○ 阜 _開発費用は出せない またアンチア工事は1回d=.●
★製品化は受注が前 おきに配置されている｡スか､' が､これからどんど で済む○教皇が急拡大している現状では導入刈.Jtは大きい堤.受注前の開発は -(J3′J4)などとの同時受信 ん販売していくので
艶めない (社長) はこれからも出てくる.是非解決したい (営業) アンテナトカにとってもブラスのはず
③ ★FLeami一喝シ桝として ･e-Learningシステムを衛星通信 ･A社､NTT支店と共 ･ほぼ満足していた ･衛星に合
cAMPtSESPerが要求条件に最も近い (Ⅳrr支店) で使うには工夫が必要.顧客 同実験を行い､課題 だいた. う77●リケ-シヨとの共同実験が近道だ (技術) を解決 ンの探索
★衛星iaI首 での利用実績がな い.その ままで は使 ･試行実施で使う衛星回線は (営菓担当の読み) ･夫々け-A
えな い? (e-Learni喝シス無償提供し実験に協力しよう APがこのt'シ■ネスの鍵 を出し合う
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てコンビニエンスス トアに情報KIOSK端末 (D社では､DCT(デジタル ･コンテ


















項 目 説 明
概 要 デジキューブ様は､ゲームソフトの拡販にスカバー放送を利用 して､全国の約2万台に及ぶプロモーションを行なっていますが､今後､ディジタルコンテ
ンツターミナル (DCT)により､音楽､ブロマイド､チケット販売などの新規
事業を行なうことになりました.
































































































































































矛盾の内容 矛盾をどうとらえたか 解決策 解決策の結果 補足 (肝S
(丑 ★ 通信衛星として ･N-STARaとJCSAT-4でサービス捷 ･試行利用はN-STARaで ･お客様 との間で本 ･試行利用
JCSAT-3を使いたい 供中.JCSAT-3で新たにサ-t'ス 行 う 格利用時はJCSAT-3 と本格利用
(D社) を開 始するにはかな りのユーサ◆ (営巣担当の読み)N-STARaの韓行利用で時間を稼ぎつつJCSAT-3利用 を使い､また移行費 を分けて､
(帯 域)を確保することが必 用を持つことを確約 JCSAT-3利
額の 条件 となる (営業) した 用によるlJス
･収支が確約できなければ､ ユーサ◆を確保する (営業) ･他のJCSAT-3利用 クを先延ばし (共有)
新たにJCSAT-3のトランスホ●ン5'を借 りることはできない (社長)･(営業担当の読み)コt二､ATM/KⅠOSK案件で他事業者 との連携次第 で JCSAT-3の可能性はある (営業 ) ･メーカと共同でスか､●-用(JCSAT-3/JCSAT-4を同時受信用)アンテナをNSTARa/JCSAT-3同時受信用に改良した (技術) 予定ユーサ'の営業に力を注ぐこととなった
② ★送達確認を経済的 ･NTTDoCoMoのDoPa(LALl接続サ ･MegaVaveProとDoPaの ･送達確認の情報量 ･新技術
に確実に実現するこ -ヒ◆ス)の基本料金は月500円で 接続試験を実施 してい を計算 した結果､最 (DoPa)と
と (D社) ある.情報量が少なければ格 た経験を活かしこの裏 も経済的に実現でき の組合せ利
安で実現できるはずである(営業) で提案した (営業) た 用を商談が発生する前に事前に確認 したこと★DoPaの電波の 約款サーヒ■ス(公衆サービス)な ･DoP8の電波が良好 DoPaよりは割高で弱い店舗がある のでサーヒ◆スエ灯の保証はしない に受信できない店舗 はあるが､次善の策






























































































































































































































































































































































て､テレビジョンは､総合放送 3,468局､教育放送 3,394局､衛星第 1放送､
衛星第2放送各 1局､高精細度テレビジョン放送実用化試験局 1局､ラジオは､


















































図 3-26 VOD配 信 シ ステ ム
(C)2006ノJ､林満男
事例 (Na社)


















































































































矛盾の内容 矛盾をどうとらえたか 解決策 解決策の結果 補足 (肝S
① ★発注をもらつてか ･失注した時の在車リスクはでき ･とりあえず試作を ･米.Ilentat社製品の ･XSR2000
らでないと開発はダ るだけ避けたい (社長) 行い技術を押さえる 約1/3の価格で実現 (Linux)
メ (社長) ･yスクを覚悟して開発しないと こととした できた の開発経験
★発注があってから このような使い方で拠点数 (営業担当の読み) ･開発技術
では納期に間に合わ (台数)の多い案件はなかな 社長の考 は簡単に A一t∃
ない (技術) か出ないので永遠にこの製品はもてない.失注しても売り切る自借はある (営業)･製品化 課題は多いが自信める (技術) 変わらないので､技術検証を行ない時間稼ぎをしながらお客様の動向を見よう! ･開発センタとの連携
② ★弊社-の発注時期 ･顧客は我々の袈晶化の動き ･BSR2000を小口で ･トライチ.)ク(代理店)､･トライチ.Jク
を延ばす (顧客) を見ている｡注文してからし 発注.注文が確定し 製造会社等との粘り (代理店)
★すぐに発注しないと納期 間に合わない (技術) か製品化に踏み切らないとし た時点でソフトウエアライセン 強い交渉によりリスク とのソフトウエア
たら製品開発に自信がないと考えるのではないか (営業)･在車リスクを圧縮することで解決できないだろうか (技術) ス､PC購入台数を大口に変更することをメーカーより了東を得た(技術担当の読み)リスクは各社で共有しよう! 回避に成功した ライセンス交渉
@ ★ファーストユーザに ･ファー ストユーザを避ける ･NTT研究所､開発セ ･ク'月卜7●会社ではあ ･営業担当
はなりたくない.実績 というのは顧客のポリシーの ンクに急速数台販売し るが､納入実績がで の決断 (?)
のない製品は採用した 問題だから簡単に説得はでき 納入実績を作った. きた○本装置は後で､
くない (顧客) そうにない (営業) その上で見込み発注 学校ルター&.J日 の契′
★まだ試作段階 製p., ･試作機の技術検証を徹底す を行なった 約延長､衛星移動































































































































































-ユニキャスト (時間を共有する方法)でも条件が揃えば売れ る !
(C)2006.小林満男
本案件をとおして､"ユニキャス ト (1:1)利用では売れない"という商談開
















































の認可を受け､処方葺に対応できる ｢調剤併設型 ドラッグス トア｣のリー ディ
ングカンパニーとして愛知県を中心に店舗展開を行ってきた｡
















項 目 説 明
概 要 S社は､保険調剤､医薬品､健康食晶､化粧品､日用雑貨などを販売する ドラツグストアで､愛知県を中心に100店舗を展開しています○店舗の拡大にあわ
せ､社員教育､社内情報伝達用に衛星配信形態を取り入れましたQ






































































































































矛盾の内容 矛盾をどうとらえたか 解決策 解決策の結果 補足 (KFS
① ★第1種映像伝送サーと● ･TVで受信す るならばⅤサーヒ◆ス ･顧客の意向を伺 つ ･映像 晶質は､Vサーヒ■ ･顧客の意
スか､高速デイシ◆ル専 となるが､エントランス回線用の第 た と ころ､384kbs穣 ス(3hfbps) よりも落 向及び具体
用線 (高額)が必要 1種映像伝送トヒ◆スは提供 して 度でも､十分使 える ちるものの､利用方 的な使い方
(営業) いない し､高速デル●タル専用線 との こと (顧客 との 法が本社か らのトツ7● を十分に把
★第1種映像伝送 ヒ` は高価 で現実的でない｡ す り合せを行なった)タ●ウン型で実務レヘ'ルの 握す る
スは提供 していない ･Ⅴサー t.スは､3hfbps以上でしか (営業担当の読み)エ 指導 ､ 連絡などの伝達手段で使っている模様であ り､ほぼ満足 して頂けた. ･NTT西 日
(技術) 使 えない と決め付けるのはどうか. もし顧客が低レー トでもいい とい うのな ら､L,トランス回線にⅠSDNが使 える (営業) ントランス回線のレートが3ltbpsから384kbpsになれば晶質は下 るが同時にコストも下がる{顧客の判断を待 とう ! 本 と連携
② ★iRDの在車が少な ･解約ユー サ●のⅠRD (レンタル)が ･ⅠRDの鼻建造メーカと発 ･メーカとの粘 り強い ･メ-カとの
い (技術) 戻って くるが､これを使えな 注条件について交渉 交渉によ りリスク回避 粘 り強い交
★ある程度のⅠRDは いか. わが社は古物商の免許 す るもpツけイス■が足 に成功 した｡ 渉 (力)
在車 として持ちたい(営業) は持ってい ないので使 えない(営業) りない.メーカにオ一､ホルーを了凍 してもらう. ･在韓管理(需給見通
★まとまった発注がなければⅠRDは製造しない く メーカ) ･ⅠRDをオ-ハ◆ホールし､メーカの晶 ･顧客から､:卜′､●-衣 Lをふまえ












S客∃初夢入N社初 ネ ットワーク構成 (圧籍符号化方式) コスト*操作性 エントランス回線 ネ ットワークをどう見ているか !
l第 1種映像伝送サゼ スt 大 容易 操 ､て 『端末はTVに限る.打は店舗では使えない○ホ■タンひとつで動 く.汀) r L 4批 ものでないと使えない.当面は､
様のイメづ′｣ 鮎 貰 塩 LiEG2 い土 !ヽ∩ ミ-テインク〇､社長教育等でしか使わない. とにかく操作が簡単で､店舗が増えてもコストが増えないもの いい○』(S社室長)洲bps
























































































































のを絶対視しないで果敢にチャレンジしていったことが KFSの "顔 "になった
ように思われる｡
①MegaWavePro-Ⅴ(MPEG2映像伝送サービス)は､3Mbpsより高い伝送速度で使
うもの ! - 384kbpsの映像信号をMPEG23Mbpsで伝送することもある!
業界の常識にもとづきMPEG2映像伝送サービスの時間利用は､3Mbpsの伝送速
度としている｡それゆえ顧客からN社の衛星送信局までのエントランス回線は､















































































受注内容 MegaWavePro-V&ⅠPサービス 終日専用 3Mbps (2001年2月～)
Mega WaVePro利用のメリット 既設の自前で送信局を持つ形態に比較して衛星回線料､運用費等を大幅に削減できた.新たに開発したV&ⅠPサービスにより映像回線は同時にⅠP回線としても利用できるので､衛星回線費用の削減､利用用途の拡大が可能 となった.





























た衛星 Ⅰp-VPNマルチキャス トサービス (*3-56)とあわせることにより､衛星
回線の一層の有効利用と利用用途の拡大が期待できる｡




















弟御 Jで柁 同 者 の鮮
ビスと衛星tP-V内棚号†
割軒 ヒースを在 寮 ユ999.11-















(a)付 加 価 値 向 上 策
(義 )地上 系 lfL VPN (ユニキ
ヤスい と 衛 星 系 (マルチキャス
ト) の 組 合 せ サーと●スを
Nm -PF研 究 所と共同で
開 発 ｡ きっと売れるは











■ヽTー 個別配信 の基本機 能 は あるが別 途 AP開発 が必 要 . Llふ il誌画AP開発費はコスト削減
分からNEC様に捻出して頂く.技術部から詳細仕様*を提示､デハ●ク'開発 期 間 が ない !(NTTSC寸書術ー<解 決 >-+ 矛 盾 .-21 BSの効率的実施等図る一 一 F74 ～L甘








Ⅰpエンコ一夕◆を実現.t5-ic技術) ノ㊤や- 1,■;I-j与与1:iこ1払仇 (i)衛星Ⅰp-VPNマルチキ†ストなどの優位性を出す (NTTSC営業)
①NELからし､NTCV&IPを美術を教授のSIでV&た(NTS
Nb社から衛星通信サービスについて問合せを受けた時 (1999.ll)から､N社の



































矛盾の内容 矛盾をどうとらえたか 解決策 解決策の結果 補足 (KFS
① ★V&ⅠPエンコ一夕■は需要 ･NTTSCは回線運用会社 であっ ･畢 明エンコーダ●とV&lPy ･市販のMPEG2エン コ一夕● ･SⅠを自ら
が見込めないので製 て製品開発会社ではない. メーカ フトをチユ｢ニンタ◆し､Ⅴ&ⅠP を利用 して､Ⅴ&ⅠPエン 行い､製品
晶開発費は出せ ない が製品保証 しない製 品は使 え エンコづ ◆に仕立てる コーク●を実費で内製化 コストの削減､
(NTTSC社長) ない. (社長) (SⅠ) をNTTCon)開発セ す ることができた｡ 技術力の向
Ⅴ p の製 品 本案件のホ` ルトは衛星Ⅰp-VPN ンクの指導の も ､技,l .a これによ り 衛星 上 を囲 った
保証 には多額の開発 マ仰キヤスけ-t.スであるO これ を 術部 ｡実施 した｡ ーれ により.容 明 エンコ一夕■+ αの費用で 衛星 回線の効率的な利用 <課題 に果費用 が必要 (NEL) 実現す る卜技術がV&-1Pエンコづ■ が図れ ること､タイムリ 敢 に挑戦>
であり､ これ は顧客とNTTSCの両者に とってwin-winの関係 を作る○ぜ ひ とも実現す べき課 回線 を効率的に利用できるエンコ一夕` を開発顧客の要求に -にV&ⅠPエンコ一夕 を開発できたことで顧客の信頼 を得たよ うだ. ･開発センタとの連携
題である (営業) 応 えることができた.(営業担 当の読み)自社のSⅠで実現す ることによ り故障時の対応 もスムース●にできるC浮いた費用 で予備機を準備 し信頼性向上図れる ! ･需要は ともか く､少 な くとも新 しいサーと●スとしてPRできる材料が増 えたのでどん どんPRできる.
② ★個別配信 の機能 は ･個別配信 はVト ヒ◆スでは必須 ･他のサー ヒ●スを使 った ･支社/支店′ク'ルづ` ･自社設備
あるが別途AP開発 が の棲能○基本サー ヒ◆スと して作 場合に比較 して大幅 会社別の配信や､他 の理解､開
必要.開発期間がな つていない方が不 自然｡ これ なコスW'ウンを実現でき の支店に幹部が出張 発仕様及び
い (NTTSC技術) を実現 しなければ受注はあ り るで､その中か ら開 している時で も個別 試験方法の
★個別配信APは1卜t' 得ない. (営業) 発費用 を捻出 して も 配信によ り､現地で 徹底検討
■コス範囲外｡ 開発費用 ･開発費が工面できれ ば開発 bフよ フ粘 り強 く交渉 し了解 を得た. 受信す ることが可能となった. ･顧 客 とリフト
は出せ ない (NTSC 期 が短いがなん とかやれ る 発 メーカとの
(C)2006ノJ､林満男


























































対応策の分類 どうとらえたか 対応策 対応策の結果 ?GA (KFS
(a) 付 加 価値 向 上 策 ･衛星lp-VPNT析キ†スけ-ビスは､ ･NTT-PF研究所､Ⅰp- ･顧客のイントラ4.}トの ･過去の成
ユニキャストは地上系NWで､マIけキャスト VPNサーt.ス主管､衛星サ Ⅰp化 が一段落 した後 黒か らヒン
は衛星 系で配信す る もので衛 -ヒ◆ス部 と検討7'pシ◆エク で､衛星Ⅰp-VPNマ′けキ トを得 る
星通信 の特徴 を活か したサーと◆ス トを設置 し､仕様検討 †スけ-ヒ●スを採 用す る (EBNsat*)であ り､今後､顧客が刈ユーシヨン か ら 証 お客様- こととなった. この
として他社-販売 してい くの -のデモまで迅速に対 仕組みは 日本初であ ･研究所等
に も役 立つ刈ユ-シヨンとして活用 応す るこ とができた. り､ライハ■ルを振 り切 との連携
で きるはず である. (営業)･衛 星通信とⅠp-VPNを組合せたサー ヒ◆スは他社 にはたい-んでも､NTTにとつて 困黄昏ではない. 先行優位 を確 立す る上で今 (この案件)は とて も重要あ (営業 (営業担 当の読み)基本コンセフ'トは､EBNsat(EBNと衛星回線の組合せ) の延長上にあ り､実現条件は揃 ってい る ! る原動力 となった.
(b)政治対応 ･S通信 を採用 (代理店 とな ･急速､社 内に捷案 ･J社 (株 主)とと ･株主 もまつてい る)すれば､取 り次ぐ PTを設置 し､J社 もに顧 客に呼ばれ､ たライJIル､利だけで儲か るのに ! (営業) (NEC担 当)出身 の タ◆ル-7'としての見解 事関係者に
･苦労 して t}自社 サービスであ 役員 をPT責任者 とし､ をただ され る○経済 目配 りす る
他社を活用する立場と自社に技術を菅原する立繊 れ ば 利益が出る ま して 日 J社に､弊社サーヒスの 性 ､将来性 も含めて こと○本 初の2つのトt'スが花 を開 俸位性 を説 明 改めて優位性 を理解頂き1件落着 した. ･早期発見､
のふたつ (多声)が液圧している 商社Y.S.m) くか ど うかのチ†ンA. (営業)一日には 日を.株 主を教育 し上 うー (蛍巻ー 早期対処
(C) コ ス トダ ウン策 ･本案件 はコスW'ウンが至上命 ･従来6帆psで利用 ･これ をきっかけに ･デモで晶質
令 であ る○ あ りとあ らゆる手 していた ものを 受注決定. を確認す る




















































































































































































項 目 説 明



































































































蒜 前 も_辞≡; ′ーdt.､.{i薗 JCSAT-3利用を努力目標と-;し .芦面




く解決 :二･ 最低1000枚でか つ
注文生産が前 提 条
件 (ホ●-トーメーカ)
JCSAT-3を利用 したい｡可変帯域 方 式
(衛星受信ホ●イ は竺整 準再 な っ
て もよと､p(与野 さ."i-I
日立ITb)ラ;縞 己1吉
が望ましい (C社) , 焉.;(NTTSC営業 .技術) ,ー中電叩■.Jy リフトに変更○支
<試行利_.杵iの受注I> 屯'Oや 施 (NTTSC技術
れる｡ 他姓止広告会社. イル 十
1999.5､NTTSCが溝定さ Ti(整 鰹 節 7試行利用 (ファイル配信ソフトの開 ユーす十とはほぼ契 開発 く解決 >< .....I
等)を開始するi)､エンドユ 安のタ●ラスヒ◆シ◆ヨン
-ザが決定せず時間が経過す トを持つが､
るばかり 幽 ＼ 一､▲ 孟:芸stccnw':慧 音 と 矛 盾①:=tか,i./iHi…ミノ


















を開始 した 1999年 8月まで｡
(b)連携の提案期


























































矛盾の内容 矛盾をどうとらえたか 解決策 解決策の結果 補足 (肝S
① ★ 本 尊 入 開 始 直 前 に ･NTT研 究 所 開 発 のファイル配信〃 ･日立 ⅠTの ファイル配 倍 ･77イ嫡 己信乃 トに つ ･迅 速 な 対
な っ て ､ 供 給元 トは 半 製 品 (使 い こ な す に は 更 リフトに 変 更 した . て は 無 事 解 決 ｡ 応
(NTT東日本)が 安定 した 供 給 を す る には 多 額 の 費 用 が 必 要だ と 主 張 しは じめ た な る 開発 が 必要) で あ る こ とが 判 明 し､NTT東 日本 が 固執(⊃■ネ) 始 め た. 彼 らの rl)スタを取 らな い 体質｣ か ら 見 て ､こ の ま ま で は 案 件 が タ●メに な って し うの で 別 案 を 探 そ う !営 業 ) ･餅 屋 は 餅 屋 に ま かせ る !積 極 的 な 事 業者 と組 ま ないと難局を 乗 り越 え る こ とは難しい｡ク●れ 7-会 社と い っ て も解 決 で きな な らば 外 れ て も ･NTT東 日本 は､77イル配 信 ソフトの 供 給 から撤 退 した こ とか ら､システムインテク●レ クの 役 を降 り る ことに な った.衛星 回 線 ､ 衛 星 受信ボ - ド等 契 約 は全 ･顧 客 の 課題 解 決 立場 に た っ た判 断
･他 社 製 晶 が使 え ない か ど う ら う しか な い だ ろ う てC社 と直 結 で 行 う
か 調 べ て み よ う ! -(技 術 ) (営 業 ) こ と とな っ た.
② ★JCSAT-3の 通 借 用 ト ･C社 か らホ◆小◆メー カの 発 注 単位 ･C社 か ら､ 一 括 受 ･JCSAT-3が利 用 で ･粘 り強 い
ランスホ` ンク◆を1本 借 り 数 (1000枚 ) を 一 括 受 注 しな 注 を 頂 く (営 業 ) き る ま で はN-STARa 交渉
る こ とが で き な い た け れ ば ､ 可 ､ 域 の 星 受 信ホ を用 い る が ､ 両 星 ･可 変 帯 域で 送 受 信 でき る >と を
め ､ 帯 域 で 借 り る必 -ト の 発 注 は で き な い (NTTSC で 使 え る可 変 帯 域用





















対応策の分類 どうとらえたか 対応策 対応策の結果 補足 (肝S
① ★確 実な送 達確認 を ･送達確 認 のた めの地上回線コ ･MegaWaveProとDoPa ･送達確認 の情報 量 ･新技術
行 な える回線 を経済 ストをな くす には ､究極 的には､ の接続 試 験 を実施 し を計算 した結果 ､最 (DoPa) と
的 に実現 方法 を提案 連 送 (同 じ信 号 を複数 回送信 ていた経験 を活 か し､ も経済 的に実現 で き の組 合せ 利
して くれ (C社) す る) を採用す る方法 が有効J. この案 で推案 した. ることを確認 した. 用 を商 談が
だが､将 来 で見越す と何 らかの回線 は必要 だ ろ う. (営業) (営業担 当の読み)経済的 に実現 できる DoPaの電波 が良好に重信 で きない衛 星 発 生す る前に事前 に確
･NTTDoCoktoのDoPa(LAN接続サ ■ヽーとが確 認 で きれ ば し二又 ロ受信端末 では送達確 認 した こ と
-ヒ◆ス) の基本料金は月500円で F>事業者 選定 に有利 と 課にADSLを採用 し､ ･顧 客 の利
あ る. 情報量 が少 なければ梅 な るはず ! 回線コストを最小 限 に 用状況 の把
安 で実現 でき るはずで ある.(営業) とどめた. 堤 (に よ り最適 な回線が;掌定 で きた こ と)
② ★Windowsは不安定 ･vindowsPCで は連続運転に ･LinuxPC十LiTtuX対 ･衛星受信 は良好 で ･他社 にな
なのでLinuxを使 い 無理 がある (C社′NTTSC) 応衛星受信 ホ`-ドを あつたが､プアル安倍 いLinux対応
たい (C社 ) ･衛星受信ホ■-ト●はLinuxに対応 してい るの で期待 に沿 え る(営業) 埠供 し､試 行実験 を実施 た.C社′NTTSC) リフトの開発 等でLinuxの利用 は課題 が多 く､Linux技術者 の転職もあ り､本格利用 ではWindowsPCを利 用す ることにな った . 衛 星受信ホ-ト◆を保 有(差別 化 )･技 術支援
@ ★ 通信衛 星 として ･N-SrARaとJCSATlでトヒ`根 浜中, ･試行 利用 はN- ･お客様 との間で本 ･試 行利 用
JCSAT-3を使 いたい JCSAT-3で新たにナゼスを開始するに STARaで行 う｡ 格利用時はJCSAT-3 と本格利 用






















































































































顧客 開発装置 課題解決 による業界の常識の 変容
事 例 Ⅰ(F) ･制御AP ①SⅠをやりたい (顧客)一 ①顧客がSⅠをやる場合もある
霊芝慧芸芸SI害悪至芸霊芝蕗 二 三 霊芝慧?諾≡讐 諾 認 諾
事 例 Ⅱ(A) ･XSR200Uフ'A,t'-も7:jナ①開発中装置では納期に間にあわず → ①試作により納期は短縮できる②自社開発は行わない → ②自社開発が必要ならやればよい
③SⅠ事業者は自前で開発するはず → ③SⅠ事業者活性化には自社製晶が必要
④開発するなら大手.トカに限る → ④へ◆ンチ†一企業を活用 (大手は遅い.Linu.1技術者不
事 例Ⅲ ･XSR2(対0(機能追加) 官報 絹 高京急鷺 T等総警備-響き究照票架関 脇 控捜)
(D) ｡デユTルt:I-J､TBナ ②送達確認用の地上回線が必要 ~→ ②無線ハ●如=こより経済的な送達確認を実現
事 例Ⅳ .･BSR200 ①ユニキ†スト(1:1)利用は売れない !→ (》条件が揃えば売れる !
(Na) ②市販のスデ フーインク■装置は高価 → ②リフトライセンス購入と自社開発で経済化を実現
③受注してからでは納期に間にあわ7>③競作により納期は短縮できる (事例Ⅱ①)
qJ77-かユーサ●はいやだ (顧客) → ④試作品を研究所等に販売し実績を作った
事 例 Ⅴ(S) % vD7;'徽 晶影 等野 で → ①ISDNを3回線束ねて代替 (ハ◆M伝送)
②384kbpsならMPEG4(PCで受借 !)一十②衛星回線は3ltbpsのLtPEG2(TVで受信 !)
/ち＼TTIn′n太r5+言ナ;Ltヽ .～ /亨l点だ土tT-トが'nTT}nえ.+_ハ◆士_A,(由こ_I)_lr +ー-'h L わ1_ヽ＼
事例Ⅵ ･Ⅴ&ⅠPコツコづ○ ◎'とⅠPす-ty+スは娘 約 (別々の - 宮V,宗& 還V品詣 薫誓言孟vt&ILPliコ一指 開奏 し帯域を使 う)となり高価
(Nb) ･個別配 信リハ衛星Ⅰp-VPN ②2CH同時放映かつコストダウン ~→ ②専用と臨時利用の組合せでコスげ ウン達成③出資先等を選定するだろう! → ③利用目的を最も適える会社を選定する
事 例ⅥⅠ(C) ･衛星受信ホ●-ト■(可変帯域) 雷撃雇絹 高京急幣 一間 常 備 → 雪等婁胡 穿甜 讐協 鼎 し皆 例Ⅲ①)
*事例は契約境に表記､ (凡例)V:映像伝送サゼちlPこIPf'づ伝送トと`ス.IRD:衛星愛信用チlj,珊C:衛星送信局














①衛葦讐 )(甥 ?､娯 雫慶 芝浦 掻 う㌫ 電 磁 鵠 紙 幣 -ス (Jントラ
②送達確認 (確実に届いたかどうかを確認する手段)は必須であるはず !








-スは典型的な"通信 "である (涌倍かh放韻iJ切V)/,W ス基進 lL-つい では /'t療 l.L-_育





















事例(企業) 常 識 の 内 容A.顧客 B.業界 C.経営 D.技術 E.その他
事例 Ⅰ(F) ① ② ③
事例Ⅱ(A) ③ ① ②
事例Ⅲ(D) ② ①
事例Ⅳ(Na) (D④ ② ③
事例Ⅴ(S) ① ② ③































主体者 事例 Ⅰ ～ 事例Ⅶ









注 :N朴 の操 車命 書 (C)2006.小林瀧男
表3-19企業間関係 (事例別一覧)
主体者 事例 Ⅰ 事例Ⅱ 事例Ⅲ 事例Ⅳ 事例Ⅴ 事例Ⅵ 事例Ⅶ
顧 ■客 気象情報会社 パソコン塾 ケ`-A.Dト会社 放送局 ト一ラグクー小T .製造企業 有線放逮会社タイ7●C ,イブB クィアB タイプB タイプB ,イブC タ17'C (a?)
妻SⅠ事業者 NTr NT一東日本 NTTCom NTr西日本 NTT兼.B木
競争事業者 S∝ 畑lJ- JSAT NTTCco EDDl JSAT S∝
Direct JBTY JBTYtコ, 袖′.'- I)irectJSAT
代替品供給者 NIT NTT? 富士i由?(地上回線) NTTCom N¶西 日本
新規参入者 トヨタ
補完的生産者 コy/.'ブタ mT｢AT(ファイル配信) NEC(lB1ト､◆-) NTr西日本 tj5IIT(ファイル配信)
({LJfarnig) NTTDcG)lb(bra Mental(SkyXGteVay)(TY会鹿シス軸) NTTDめlb(a)Pa)
供給者 JS〟r JS〟T JSATm-AT JS∬ JS〟r JS〟r JSAT
NEC サートウZ.7日本7:jナ サイ ウエア日本プッチナ I-トウエTテ'イ7仔イ 日立 日立NTTlt.外れ=クス 日立iTカノ07'ス
注 :事例は契約順に表記､顧客タイ71ま実態で分類 (契約上はすべてダイ7'C)｡Directはク`ル･)Lインターネ･/ト社の略｡





















顧客(タイプ○A,B)に対して営業 協業 評価 葦撃幣.,.
NmCは､主にMegaWaVeProの利用者である顧客*に対してソリューションを提供す と連携 営業を行う連携の内容､程度は_顧客 (タイプA_タイプB) との関わりによる 評価 S 藻震嘉∴
顧ー 客 (イフ…_B 綿顧客*:MegaWaveProの利用者
顧客(タイフ○C)に対して営業 評 価 &























































事業の名称 法人向け衛星ソリュー ション叶ビス提供 事業 (S《十p1日†pSn1､一†innPmvidp､.)
事業定義 国､自治体､企業等を主な対象とし､顧客のニースぐに対応する衛星ソリューションを経済的に提供することを魅力 て､SⅠ事業者等と連携 し 通信の利
用拡大を図る (SatPlーhrpV&TPカyJ､■=-､藍盛皿 )
定義が孟すべき要秦 顧客 官公庁､多店舗企業､SⅠ事業者など




その他 :ま業昆剛兵藤上y)卓､さらに音さ亀が)瀞付 くT二重:聾者>の適才隻が点々青書>1～昌の一戸推寺T.鼻ヽろNTT〃■ルーフ`Jn>童をlj,1.め_矧存ラJlハ●ルに枯骨するST壬筆者♪の逓増を痘安し 利用用途
の開拓に努める.衛星涌侶寺韓盟の陳番1.t.V､菅に庶ド_丁自称開串寸､行な う_
全体構想 経済的なⅠP回線と箇星ユ比土山を提供することは有意義なことであり､衛星2種業界のトツプをめざす !(衛星通信が生き残る上で､rF1曲の撮仕L,留きらず蘭宏のニース●に爪音Z,宿屋州 ユー シ1ン/7lTh野にのY)だ十二日士一V,婿各社7',hろ)
世界観 内的整合性 :株主の持つ資源を且蛭｣め結集生れ蛙この構想は実現できる !外 高速 ⅠP回線が全国で利用できない現状にある.顧客のニ-がに
応えられれば本ヒ○シ.ネスは成功するか せ､トれかい !
チェック項目 肝在蕃葉書の謂_壮者.+令に調香ナス.lIy_圧lの倫常軌 后ー 〔p-TplTIATl齢臨ー i,+ノ分にりりチ1,_
様式 :根来龍之 (1994)､〃トシステム方法論による事業定義の再構築､ ｢図2事業の基本定義の仕方｣事.義昭 一献加笠












































































































































































































































































































さらには大規模 ･不特定多数を対象とする 《特別第二種》とその他の 《一般第
二種》に分類される｡衛星通信においては､回線とは通信衛星の電波中縄器 (ト
ランスポンダ)を指し示し､第一種電気通信事業者のサービス提供範囲は､端


































































































































































































































































































































































































い 1997年 7月より提供を開始している｡(『衛星通信ガイ ドブック2000』p31参
照)
*3-32:(樵)サー ドウェア. http://ww.3ware.co.jp/を参照.




て 1998年 2月に結成されたLBI(LinuxBusinesslnitiative:リナックス ･ビジ
ネス ･イニシアチブ)の世話人代表を務めている｡
(事例分析Ⅲ :D社)

































































































*3-58:肝EGトランスポー トス トリーム｡ビデオス トリー ムとオーディオス トリ




























































*3-75:初年度 (1998年度)の売上高がほぼ 0円からスター トし､1999年度は
約 10億円､2000年度は約 20億円を達成している｡









































































































































































































































































































特 徴 備 考

































































































































































































































































































































鍵概念 (戦略スクール) 鍵用語 関連する論文等
① 事業の定義 (デすさTy) ･顧客層′顧客機能 ･事集の定義 (エー＼◆ル)
/技術 ･デユ7P,ストラテy'-(エーへ◆ル)
･事業観 (世界観) ･コンテキストラーニンタ`による事業の再構築 (根来)
② 企業間関係 (ホ●シ○シヨニンQや) ･業界守○ル ･競争の戦略 (ホ●一夕-)5つの競争要因 コ-ヘ`ティンヨン経営 (7●ランデン八㌧が -
･競争と協調 &ネルハ◆フ)
③ 日常の論理 (コがニチイ7.) '業界の常枚 ･共通感覚論 (中村)･相互知識 組織静談 加護野)
･知識在庫 ･センストキンク◆インオーが二で-シヨン(ワイク)構造化理論 (キ◆デンス◆)
㊨ 事業システム (カ岬ヤー [RBV]) ･資源 ･事業システム戦略 (加護野 .井上)能力 見えざる資産の戦略と論理 (伊丹 .軽部)
(ラーニング) ･技術 (す七〇A) ･コア.コンヒ`タンス経営 (ケ◆9-.ハル)企業戦略論 (ハ■-ニ-)


















































































































































































示●シ●シヨニック◆戦略 資 源へ◆-瑞の戦略 シンフ'ルり卜機 略 Why.Yho戦略
戦 略 目的 ●ホーン◆シヨニンク◆を確立す ●経営資陳のフル活用 ●チャンスの追求 ●人材の育成 .活用
戦 略ステ ップ ●魅力的な市場を括用する ●t'シ◆ヨンの確立 ●混乱に身を投じる ●戦略葡詔
●防御可能なホ●シ●シコニンゲを ●経営資源の榊 ●動き紳する ●作業偵説を持つ
定めろ ●各市境で経営資源をフル ●チ†ンスをつかむ ●試行 (思考)錯誤
●補強し防御する 活用 ●ラストス′,A-Tをかける ●回顧的反省 (tqをみがく
戦 略的な 問いか け ●我々はどこにあるべきか ●我々は何であるべきか ●どのように前進すべきか ●なぜ我々はこの事策を行
There(Yhich) (冊lat) Ohyto) つのか.経が担つのか(Ⅵly&ⅥlO)
優 位性 が どこで ●きっちり統合された行動 ●模倣田連な希少資源 ●主要な7'pt久と企黄独自の ●持続的に行う思索､柵
生 まれ るか 体系を伴った､ユニー.クでかちのある+.シ'シヨニy4' シソ7A,.ル■少 憩力､作集仮説
最 も有望 な市場 ●変化が緩債で構造が画定 ●適度に変化し､柵勤王 ●とどまることなく変転 ●新規開拓市境
的な市鵠 固まった市境 し､先の見通しが立たない市場 (先の見通しが立たない市坊)
優 位性 の継続性 ●持続可能 ●持続可能 ●予測不能 ●予測は不能だが持縛可能
リス ク ●状況が変化した時にホ●シ◆ ●動きが鈍くなり､状況の ●有望なれンカニしっかり厚 ●効果的な人材育成方法が
シ1分ク′を変更するのが困難になる 変化に合わせた新たな資源の蓄積に出遅れる を据えて取り組めない 見当たらない


















































































































































































































































































































































































































































模の衛星通信事業者である｡そして､2003年 10月､これまでの創業期 (第 1フ






































































































































































































































































































































































































































































本研究は､1998年 3月 18日､産能大学の社会人大学院 (経営情報学研究科修














































































































UniversityPress (松尾精文 ･藤井達也 ･小幡正敏訳 『社会学の新しい方法
規準 理解社会学の共感的批判』而立書房､1987)
AnthonyGiddens(1993),NewRulesofSociologicalMethod(SECONDEDITION),





























































peripheralParticipation (佐伯ゆたか訳 ･福島真人解説 『状況に埋め
込まれた学習一正統的周辺参加-』産業図書､`1993)
JosephA.Schumpeter(1926) THEORIEDERWIRTSCI仏FTLICHENENTWICKLUNG,












村忠成 ･山崎純一･花見常幸他共訳 『トー タル ･システム』第三文明社､1988)
Kenneth.∫.Gergen(1994),RealitiesandRelationshipsSoundinginSocial


























小坂武 (2003)､｢(研究ノー ト)解釈主義 IS研究における図的表現の必要性と
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育請･湖,監=.'J■:, 参考資料1衛星受信ルづ (ⅩSR2000) T>bJ=
地上回線と衛星回線を組み合わせた非対称 .双方向通信サービス.
衛星の高速性 (最大30Mbps) .同報性を活かした高速ファイル転送､ -旋法草当長音 嵩 rtL."_A.=:_=.:_. --/三p
Ⅰp(インターネットプロトコル)の利用により､イントラネットの =1二三=.i- ≡.=-(.:=二':こ.=
1.MegaVavePro-ⅠPサービス対応の衛星受信ルータ.
2.LinuXOSと衛星受信ボードを組合せたアプライアンス製品. 舶 受借部 変硯方式 QPSK
3.汎用性の高いLinuxの採用により､ⅠPフィルタリング.ⅠPマルチ 通信方式 TDJu
キャス ト.IPマスカレー ド等の機能に併せ､各種アプリケーション適用 伝送嵐賢 42.192.Wbps
などの拡張が可能○ 映り訂正 t一夕ヒ.､9イ桝 摘 号
4,上り回線にダイアルアップ機能を持ち､ ｢DoPa｣にも対応｡ デスクランブル ブロック暗号方式
5.6恥p頻 度のⅠPパケット転送処理能力を有し､10Mbps超の高速化 受借周轍 950-2150批




運用′管理機能 `syslog､TelneL rTP横臥 満

















出所 :NT 参考資料5MegaWaVe戸ro-Mobileサゼ ス E
移動体の中のユーザに対し､インターネット/イントラネット-の高速アクセス環境､動画を含む大容量データの受信環境を提供するシステムですo下り回線には衛星回線(MegaWaVePro-ⅠP)を用い､移動体に取り付けた衛星追尾アンテナで受信します○また､上り回線として携帯電話や衛星携帯電話などの移動通信網を用いることにより､早期にサービス提供が可能です○
･壬.さ捜.= ㈱ 圏 謬








*5W .抄◆-/織 物 tatH棚 娼 て㌔あク､脚 ぽこの鰍 よク兵罪L,た此LAN BSR2000 JsKYXPr.tcollBSR2000J LAN
TCPProtoco1 (sKYXGatevay) (XTP) (SKYXGateway) TCPProtocol
XTP(eXpreSStranSPOrtprOtOCO1).TCPクルドりすイス◆に相当するウルドゥを動的に設定し､
応答州 をまたずに大如 デ→を翻 ることにより轍 を図っています○)MegaYavePro-出所 :NTSC7(ンフレ.}ト(BSR2000)よ｡.一部追紀､修正.
辛i出所 :N 参考資料3衛星Ⅰp-VPNマ′げキヤス伸一ビス
ArcstarⅠp-VP,Yl衛星マルチキャストサ-ビスは､同報性 .高速性の特徴を持つMegaVave-Pro*1をArcstarⅠp-VPN*28こ組み合わせることで､マルチキャストサービスをⅠp-VPN上で実現し､マルチキャストデータを高セキュアかつ､経済的に多拠点に配信することが可能となります'_ .,=U/●経済的なマルチ ャストを実現篤謡 詳 言讐 宗吾墨壷S.#蓋監 査慧霊芝蒜 ヲ憲 妄認 tQ, 灘 三:
漸言コストは軽減されます. :-O'l=Jr ､′J
!慧慧rlB悪莞諾篭 芸与完野 望悪貨こからでも柵雛 朋 するこ 憲 二<' -^ stq p
三富詣 霊芝;レチ軸 ス ト*3 ..諸 蚕 ::_---.I.I.
帯域制御機能により､発信拠点から多地点の安倍拠点まで安定した cb.`Q . I.1-甲 叫 一;去ヱ=-三享讐 霊 妄三票 能耽 槻 - 1- ≡ .≡Ⅰp-VPNのCUG(ClosedUserGroLJP)及びllepVaye-Proの秘匿機能に ーより､高度なセキュリティのもとでグル-プ間をまたいだ配信が可 FT'yBp-
能ですo 柚 ;用■■岩≡ヨ-■Tl,T1■m ln -■m】■
…喜蓋芸子芸嘉 蓋妄言票差蒜話芸警 抜TVに. 臣 を巌 ≦巌 毒 墓 欝 等芸 斤.
贋売店 .代理店等-の商品案内 .カタログ配布に.
要撃 誓書章…歪書芸蒜 蒜 . , 監 ;?,慧 スト 享蔓≡ 露 惑義の帥 ス妻藁義53.3%の通信コスト慣軌
